
                                                               

 

          

〇令和七年度卒業証書授与式を挙行しました。 

春のよき日 32名の岩っ子が小学校を卒業しました。 

６年前、入学式。実際に学校へ登校できたのは ６月でした。二つに分かれての授業、友達と自由に話したり

遊んだりできない毎日。不安なことも多かったはずです。しかし、その中でも、自分たちにできることを精一杯行

い、学校生活を楽しんでいました。当時、１年生とは思えないほど静かに、そして手際よく給食の配膳をこなして

いた皆さんの姿は、今でも語り草となっています。  

あいさつや「ぽかぽか言葉・ぽかぽか行動」を大切にし、先輩方の築いた歴史を見事につないでくれました。 

「ぽかぽかの山」の取り組みでは、仲間のよさを見つけて感謝を伝え、全校にその輪を広げました。おかげでお

昼の放送は、心温まるメッセージであふれました。「ありがとう」「すごいね」「まねしたいよ」 こうした言葉で人と

人とをつないだ経験は、これからの人生を支える大きな財産となるはずです。 

そして、何より「姿」で学校をよりよく変えてくれました。特にこの一年、規律を守り、目的と責任をもってひた

むきにやりきる姿は、まさに「最高の最高学年」と言えるものでした。運動会やふれあいフェスティバルでは自分

の役割にきびきびと励み、行事を支える「顔」となりました。 なかよしそうじでは、心を込めて掃除をする手本と

なり、その姿は岩小学校の新たな宝物となりました。 また、「なかよしたんけん」で訪れた工事中の清水山トンネ

ルでは、下級生の安全に気を配り、優しく声をかける頼もしい姿がありました。班ごとに壁に記したメッセージは

やがて見えなくなってしまいますが、みなさんが岩小学校のリーダーとして活躍した証は、みなさんの心と、この

岩の地域に、かけがえのない思い出として永遠に刻まれ続けることでしょう。 

卒業生の未来をいつでもいつまでも応援しています！ 
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学校の教育目標 願いをもって やりぬく 

自ら学ぶ 思いやり つくり出す 

自分らしく安心して過ごし、学ぶ環境づくりを大切にしています。 

岩っ子みまもりたい 感謝の会 

「岩っ子みまもりたい感謝の会」と「通学班引き継会」を実施しました。当日は、１２名の「みまもりたい」の方

にご参加いただき、子どもたちから感謝状をお渡しし、感謝の思いを伝えることができました。明るく温かい

感謝状を作ってくれた４年生のみなさん。いつも見守っていただける安心感が表れていて、とても素敵な感

謝状です。ありがとう。 

連合自治会長様からは、卒業記念品として、６年生に「あいさつ名人」バッジを贈呈いただきました。 

これは、６年生の希望者がイラストを描き、そのイラストを缶バッジにしていただいているものです。来年度の

岩っ子のみなさんは、すてきなあいさつをすると、みまもりたいの方から「あいさつ名人」のバッジをいただけ

るのです。卒業していく通学班リーダーの思いを受けて、大きな声であいさつをして、人と交流を広げていき

ましょう。みまもりたいの方に、自分から先に、顔を見て、あいさつをする「あいさつ名人」が増えることを楽し

みにしています。新リーダーによる登校で新年度もよろしくお願いします。 


